
未
来
へ
繋
げ
。
済
生
会
の
こ
こ
ろ
。

秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下 

御
臨
席

　

初
日
は
四
役
会
議
や
初
期

研
修
医
合
同
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

が
開
か
れ
、
2
日
目
は
基
調

講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
医

学
・
福
祉
共
同
研
究
、
一
般

口
演
・
ポ
ス
タ
ー
発
表
、
ラ

ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
研

究
成
果
を
集
め
た
学
会
が
多

彩
に
展
開
さ
れ
た
。

　

午
後
3
時
30
分
か
ら
の
総

会
で
は
、
国
歌
斉
唱
に
続
き
、

炭
谷
茂
理
事
長
が
「
2
0
2

5
年
に
向
け
た
地
域
医
療
構

想
を
踏
ま
え
、
病
院
機
能
の

転
換
や
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
率
先
し
て
推
進
し
て

い
ま
す
が
、
日
本
最
大
の
社

会
福
祉
法
人
と
し
て
、
ま
た
、

公
的
医
療
機
関
と
し
て
、
積

極
的
に
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
、
こ
れ
か
ら

も
本
部
・
支
部
・
施
設
が
一

丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

学
会
・
総
会
等
の
次
第

　

2
月
8
日
（
土
）

　

経
営
管
理
会
議
（
朱
鷺
メ

ッ
セ
新
潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
）
▽
四
役
連
絡
会

議
（
同
）
▽
四
役
会
議
＝
病

院
長
・
事
務
（
部
）
長
・
看

護
部
長
・
福
祉
施
設
長
（
同
）

▽
臨
床
研
修
管
理
担
当
者
研

修
会
（
同
）
▽
初
期
研
修
医

合
同
セ
ミ
ナ
ー
（
同
）

　

2
月
9
日
（
日
）

　
〔
学
会
〕

　

午
前
8
時
30
分
か
ら
マ
リ

ン
ホ
ー
ル
で
吉
田
学
会
長
が

開
会
挨
拶
。
公
立
学
校
法
人

長
岡
造
形
大
学
和
田
裕
学
長

が
「
デ
ザ
イ
ン
思
考
で
未
来

を
創
る
」
と
題
し
て
基
調
講

演
を
行
な
っ
た
。
そ
の
後
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
口
演
・
ポ

ス
タ
ー
発
表
、
ラ
ン
チ
ョ
ン

セ
ミ
ナ
ー
が
展
開
さ
れ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
4
題
▽
一

般
演
題
＝
口
演
発
表
1
7
2

題
・
ポ
ス
タ
ー
発
表
2
8
2

題
・
医
学
・
福
祉
共
同
研
究

7
題
▽
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ

ー
10
題

　
〔
総
会
〕

　

総
裁
・
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下

御
臨
席
の
下
、
午
後
3
時
30

分
か
ら
展
示
ホ
ー
ル
A
で
開

催
。

▽
来
賓
祝
辞

　

加
藤
勝
信
厚
生
労
働
大
臣

（
代
理
：
谷
内
繁
厚
生
労
働

省
社
会
・
援
護
局
長
）、
花

角
英
世
新
潟
県
知
事
、
中
原

八
一
新
潟
市
長
、
冨
田
善
彦

新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
病
院

長▽
来
賓
紹
介

　

藤
田
一
隆
新
潟
市
医
師
会

会
長

▽
表
彰

　

名
誉
会
員
は
村
田
実
茨
城

県
済
生
会
支
部
長
（
前
水
戸

済
生
会
総
合
病
院
院
長
）、

田
嶌
襄
埼
玉
・
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
彩
光
苑
施
設
長
、

小
金
丸
道
彦
福
岡
・
大
牟
田

ラ
イ
フ
ケ
ア
院
施
設
長
の
3

人
。
有
功
会
員
は
唐
川
正
洋

大
阪
・
泉
尾
医
療
福
祉
セ
ン

タ
ー
総
長
が
登
壇
し
、
秋
篠

宮
皇
嗣
殿
下
か
ら
表
彰
状
を

授
与
さ
れ
た
。

　

功
労
会
員
3
人
、
筧
水
賞

1
人
、
永
年
勤
続
表
彰
30
年

以
上
3
2
4
人
、
20
年
以
上

6
7
3
人
、
10
年
以
上
1
6

1
6
人
の
各
代
表
に
炭
谷
理

事
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ

れ
た
。
被
表
彰
者
を
代
表
し

て
村
田
支
部
長
が
謝
辞
を
述

べ
た
。
ま
た
、
本
会
の
名
誉

の
向
上
に
寄
与
し
た
施
設
を

表
彰
す
る
令
和
賞
で
、
炭
谷

理
事
長
か
ら
〈
富
山
〉
高
岡

病
院
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
た
。

▽
学
会
概
況
報
告

　

吉
田
学
会
長
が
行
な
い
、

炭
谷
理
事
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
た
。

▽
次
期
学
会
長
の
委
嘱
な
ら

び
に
挨
拶

　

担
当
の
熊
本
病
院
・
中
尾

浩
一
院
長
に
炭
谷
理
事
長
か

ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　
〔
懇
親
会
〕

　

秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
を
お
迎

え
し
、
会
場
を
展
示
ホ
ー
ル

Ｂ
に
移
し
て
開
か
れ
た
。
皇

嗣
殿
下
が
入
場
さ
れ
る
と
、

参
加
者
か
ら
ひ
と
き
わ
大
き

な
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　

上
村
朝
輝
新
潟
県
済
生
会

支
部
長
の
挨
拶
、
藤
田
一
隆

新
潟
市
医
師
会
会
長
の
祝
辞

に
続
き
、
園
田
孝
志
全
国
済

生
会
病
院
長
会
会
長
（
佐

賀
・
唐
津
病
院
院
長
）
が
乾

杯
の
音
頭
を
と
っ
て
開
宴

し
た
。
談
笑
の
輪
が
広
が
り
、

三
角
隆
彦
同
会
副
会
長
（
神

奈
川
・
横
浜
市
東
部
病
院
院

長
）
の
中
締
め
で
閉
宴
と
な

っ
た
。　
　
　
　
（
広
報
室
）

　

学
会
を
記
念
し
た
初
め
て

の
市
民
向
け
公
開
講
座
が
2

月
8
日
、
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ

ラ
ザ
で
開
か
れ
、
約
3
0
0

人
が
詰
め
か
け
た
。

　
「
お
な
か
の
健
康
は
長
寿
の

秘ひ

訣け
つ

」
と
題
し
、
腸
内
細
菌

研
究
の
第
一
人
者
で
理
化
学

研
究
所
の
辨べ

ん

野の

義
己
先
生
を

メ
イ
ン
講
師
に
迎
え
、
腸
だ

け
で
は
な
く
口
か
ら
肛
門
ま

で
を
つ
な
が
っ
た
1
本
の
消

化
管
と
し
て
と
ら
え
、
各
所

の
細
菌
を
紹
介
す
る
ユ
ニ
ー

ク
な
講
座
と
な
っ
た
。

　

本
間
照
・
新
潟
病
院
副
院

長
が
消
化
管
の
構
造
と
人
体

の
常
在
菌
、
両
角
祐
子
・
日

本
歯
科
大
学
新
潟
生
命
歯
学

部
准
教
授
が
歯
周
病
と
全
身

の
関
わ
り
を
解
説
。
辨
野
先

生
は
「
大
腸
を
制
す
る
こ
と

が
健
康
寿
命
1
0
0
歳
の
秘

訣
。
ビ
フ
ィ
ズ
ス
菌
と
酪
酸

生
産
菌
と
い
う
長
寿
菌
を
活

性
化
す
る
こ
と
が
大
切
で
、

菌
の
エ
サ
と
な
る
食
物
繊

維
や
発
酵
食
品
を
た
く
さ
ん

摂
り
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
た
。

座
長
の
寺
井
崇
二
・
新
潟
大

学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究

科
教
授
と
閉
会
の
挨
拶
に
立

っ
た
新
潟
県
済
生
会
の
上
村

朝
輝
支
部
長
は
「
辨
野
先
生

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
行
に
移

し
、
皆
さ
ん
長
生
き
し
ま
し

ょ
う
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
呼
び

か
け
た
。　
　
　
（
広
報
室
）

　

第
72
回
済
生
会
学
会
・
令
和
元
年
度
済
生
会
総
会
が
2
月
8
、
9
日
、
朱と

鷺き

メ
ッ
セ

新
潟
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。
総
会
で
は
総
裁
・
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下

が
御
臨
席
に
な
り
、「
お
こ
と
ば
」
を
賜
わ
っ
た
。
学
会
は
「
新
た
な
る
時
代
へ
。
未
来

へ
繋つ

な

げ
、
済
生
会
の
こ
こ
ろ
。」
を
テ
ー
マ
に
新
潟
病
院
・
吉
田
俊
明
院
長
が
学
会
長
を

務
め
、
全
国
か
ら
約
2
3
0
0
人
が
参
加
し
た
。
新
潟
で
の
開
催
は
2
回
目
、
平
成
10

年
度
の
第
51
回
に
続
き
21
年
ぶ
り
。（「
済
生
」
3
月
号
で
詳
報
）。

学会・総会　新潟で

　

秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
の
ご
臨

席
を
賜
り
、
第
72
回
済
生
会

学
会
、
令
和
元
年
度
済
生
会

総
会
を
開
催
で
き
ま
し
た
こ

と
、
誠
に
光
栄
な
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
学
会
テ
ー
マ
を

「
新
た
な
る
時
代
へ
。
未
来
へ

繋
げ
、
済
生
会
の
こ
こ
ろ
。」

と
し
ま
し
た
。
令
和
と
い
う

新
た
な
時
代
を
迎
え
る
中
で

も
、
済
生
会
の
こ
こ
ろ
を
忘

れ
る
こ
と
な
く
引
き
継
い
で

い
き
、
医
療
・
福
祉
の
分
野

で
地
域
に
貢
献
し
続
け
よ
う

と
の
気
持
ち
を
表
し
た
も
の

で
す
。

　

全
国
よ
り
2
3
0
0
人
を

超
え
る
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、

基
調
講
演
、
四
つ
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
、
一
般
演
題
、
そ
し

て
10
題
の
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
は
長
岡
造
形
大

学
学
長
の
和
田
裕
先
生
に

「
デ
ザ
イ
ン
思
考
で
未
来
を

創
る
」
と
題
し
て
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
て
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
送
り
手
・

受
け
手
の
思
い
、
願
い
、
希

望
を
重
視
し
、
互
い
の
共
感

に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
新
た
な
価
値

を
創
造
で
き
る
と
の
内
容
で
、

私
ど
も
医
療
者
に
と
っ
て
も

示
唆
に
富
む
素
晴
ら
し
い
講

　
「
済
生
会
の
す
す
め
る
国
際

貢
献
」
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
・

ダ
ナ
ン
が
ん
病
院
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
・
ヤ
ン
ゴ
ン
第
一
医
科

大
学
お
よ
び
中
国
・
上
海
健

康
医
学
院
と
の
関
わ
り
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
長
年
支
部

単
位
で
実
施
さ
れ
て
き
た
国

際
貢
献
が
本
部
主
導
の
活
動

に
変
わ
り
、
済
生
会
の
国
際

貢
献
が
確
実
に
進
化
し
て
い

る
状
況
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　
「
済
生
会
が
目
指
す
地
域
包

会
、
そ
し
て
済
生
会
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
治
験
の
活
動
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
人
材
育
成
に

重
点
を
置
い
た
活
動
が
多
く
、

そ
の
結
果
と
し
て
済
生
会
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
高
め
て

い
る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

　

一
般
演
題
で
は
、
口
演
1

7
2
題
、
ポ
ス
タ
ー
2
8
2

題
、
医
学
・
福
祉
共
同
研
究

7
題
、
合
計
4
6
1
題
の
発

表
が
あ
り
、
活
発
な
質
疑
応

答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

た
。

　

総
会
で
は
秋
篠
宮
皇
嗣
殿

下
よ
り
、
自
然
災
害
お
よ
び

少
子
高
齢
化
に
つ
い
て
触
れ

ら
れ
、
済
生
会
の
理
念
の
も

と
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え

る
役
割
を
果
た
し
て
ゆ
く
こ

と
を
希
望
す
る
と
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
来

賓
の
方
々
か
ら
は
、
済
生
会

へ
の
温
か
い
評
価
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

総
会
の
席
で
表
彰
を
受
け
ら

れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
祝
い

を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

済
生
会
学
会
な
ら
び
に
済

生
会
総
会
を
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
ひ
と
え
に
、
ご
臨
席
い
た

だ
い
た
秋
篠
宮
皇
嗣
殿
下
、

炭
谷
理
事
長
を
は
じ
め
と
す

る
済
生
会
の
皆
様
、
ご
来
賓

の
皆
様
、
全
国
か
ら
参
加
・

協
力
い
た
だ
い
た
済
生
会
職

員
の
皆
様
の
お
か
げ
と
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
運
営
に
尽
力
し
た
新

潟
病
院
・
三
条
病
院
の
職
員

に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

演
で
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
済
生
会

の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
」
で

は
、
行
政
お
よ
び
地
域
事
業

所
、
住
民
と
の
活
発
な
交
流

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

済
生
会
は
中
期
事
業
と
し
て

ま
ち
づ
く
り
へ
の
寄
与
を
推

進
し
て
お
り
、
少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
に
直
面
し
て
い

る
社
会
に
対
し
て
済
生
会
が

貢
献
で
き
る
分
野
の
多
い
こ

と
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。

括
ケ
ア
」
で
は
、
各
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
地
域
包
括
ケ

ア
を
構
築
し
て
ゆ
く
に
際
し
、

医
療
と
介
護
両
面
の
機
能
を

有
す
る
済
生
会
は
重
要
な
役

割
を
担
う
べ
き
と
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
済
生
会
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
資
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

力
～
組
織
横
断
活
動
の
有
効

性
～
」
で
は
、
全
国
済
生
会

泌
尿
器
科
医
会
や
看
護
部
長

会
、
事
務
部
長
会
、
薬
剤
師

　

今
回
初
め
て
の
試
み
と
し

て
市
民
公
開
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。
理
化
学
研
究
所
辨

野
特
別
研
究
室
の
辨
野
義
己

先
生
を
お
招
き
し
、「“
長
寿

菌
”
が
い
の
ち
を
守
る
！
～

健
康
長
寿
1
0
0
歳
を
め
ざ

し
て
～
」
と
題
し
て
腸
内
フ

ロ
ー
ラ
に
つ
い
て
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
最
新
の
知

見
を
交
え
た
内
容
で
、
3
0

0
人
を
超
え
る
市
民
と
医
療

関
係
者
に
感
銘
を
与
え
ま
し

学
会
・
総
会
を
顧
み
て

新
潟
病
院
院
長

第
72
回
済
生
会
学
会
学
会
長

初
の
学
会
記
念
講
座
に

市
民
ら
約
3
0
0
人



寄
贈

3
月
の
予
定

状
、
下
崎
ふ
み
子
看
護
部
長

に
記
念
の
盾
が
贈
ら
れ
た
。

　

こ
の
賞
は
、
患
者
・
利
用

者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
や
経
営
の
改
善
、
地

域
貢
献
な
ど
、
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る

施
設
を
年
1
回
、
顕
彰
す
る

も
の
で
、
昨
年
10
月
の
理
事

会
・
評
議
員
会
で
創
設
が
決

ま
っ
た
。

　

高
岡
病
院
は
、
平
成
30
年

10
月
に
高
岡
市
と
介
護
・
保

健
・
福
祉
の
連
携
を
図
る
包

括
連
携
協
定
を
締
結
。
訪
問

看
護
や
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
拡

充
と
病
児
保
育
、
一
時
預
か

り
保
育
を
行
な
う
「
済
生
会

高
岡
福
祉
・
保
育
総
合
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
、
地
域
包

括
ケ
ア
に
積
極
的
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
令
和
1
年
6

月
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
岡
と

協
働
し
て
地
域
住
民
の
健
康

　

令
和
元
年
度
Ｍ
Ｓ
Ｗ
・
生

活
困
窮
者
支
援
事
業
研
修
会

が
1
月
９
～
10
日
、
本
部
で

　
埼
玉
県
済
生
会

篠
田
和
幸
殿　

５
０
０
万
円

（
川
口
総
合
病
院
へ
）

　
東
京
都
済
生
会

出
光
正
道
殿　

２
０
０
万
円

（
中
央
病
院
へ
）

　
神
奈
川
県
済
生
会

青
木
秀
夫
殿　

２
０
０
万
円

藍
原
千
賀
子
殿　
　

50
万
円

（
神
奈
川
県
病
院
へ
）

　
富
山
県
済
生
会

石
黒
重
男
殿　
　
　

50
万
円

（
富
山
病
院
へ
）

　
福
井
県
済
生
会

ク
ァ
ト
ロ
ブ
ー
ム
株
式
会
社

殿　
　
　
　
　

２
０
０
万
円

（
福
井
県
済
生
会
病
院
へ
）

　
大
阪
府
済
生
会

河
内
幸
枝
殿　

１
０
０
万
円

（
吹
田
病
院
へ
）

　
兵
庫
県
済
生
会

百
岳
富
美
乃
殿　
　

50
万
円

（
兵
庫
県
病
院
へ
）

　
佐
賀
県
済
生
会

宮
﨑
充
啓
殿　

５
０
０
万
円

（
唐
津
病
院
へ
）

　

2
日
＝
共
済
事
業
運
営
委

員
会
（
本
部
）

　

10
日
＝
損
害
填
補
審
議
会

（
本
部
）

　

10
日
＝
経
営
基
盤
強
化
等

に
関
す
る
検
討
会
（
本
部
）

　

12
日
＝
次
世
代
事
務
部
門

経
営
責
任
者
研
修
（
本
部
）

　

13
日
＝
理
事
会
（
本
部
）

　

16
～
17
日
＝
医
療
技
術
者

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
（
本

部
）

　

19
日
＝
広
報
委
員
会
（
本

部
）

　

23
日
＝
評
議
員
会
（
本

部
）

初
の「
令
和
賞
」に
高
岡

イ
オ
ン
・
市
と
、
ま
ち
づ
く
り
へ

医
療
安
全
推
進
会
議
終
了

今
後
は
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で

予
測
退
職
者
6
5
0
人

災
害
・
安
全
管
理
委

開
か
れ
70
人
が
参
加
し
た
。

　

炭
谷
茂
理
事
長
が
「
済
生

会
に
お
け
る
Ｍ
Ｓ
Ｗ
事
業
の

退
職
手
当
委
員
会

づ
く
り
や
子
育
て
支
援
を
行

な
う
覚
書
を
締
結
。
福
祉
や

健
康
面
で
「
ま
ち
づ
く
り
」

事
業
に
取
り
組
む
な
ど
ソ
ー

シ
ャ
ル
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

の
推
進
に
努
め
て
い
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
。

　

機
関
誌
済
生
3
月
号
で
受

賞
の
コ
メ
ン
ト
を
掲
載
す
る
。

（
広
報
室
）

　

こ
れ
ま
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
別

災
害
訓
練
・
研
修
会
費
補
助

の
制
度
は
、
本
年
度
で
終
了

す
る
。
昨
年
度
か
ら
始
ま
っ

た
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
で
行
な
う

大
規
模
訓
練
は
、
本
部
事
務

局
と
開
催
ブ
ロ
ッ
ク
の
災
害

基
幹
病
院
の
共
催
で
引
き
続

き
実
施
し
、
こ
の
大
規
模
訓

練
の
対
象
外
の
5
ブ
ロ
ッ
ク

で
は
、
来
年
度
か
ら
要
点
を

絞
っ
た
研
修
会
と
被
災
地
で

活
動
す
る
支
援
者
を
養
成
す

る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新
た

に
企
画
す
る
。

　

な
お
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
災

害
基
幹
・
準
基
幹
病
院
と
Ｄ

Ｃ
Ａ
Ｔ
派
遣
調
整
施
設
は
、

災
害
救
援
活
動
規
則
に
基
づ

き
主
体
的
に
通
信
訓
練
や
研

修
会
を
企
画
し
て
引
き
続
き

ブ
ロ
ッ
ク
内
の
連
携
強
化
に

努
め
る
。

　
【
協
議
事
項
】

①
自
治
体
か
ら
要
請
等
の
対

外
的
な
災
害
救
援
活
動
体
制

　

対
外
的
に
活
動
す
る
支
援

チ
ー
ム
編
成
の
準
備
を
進
め

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
、
支
援

チ
ー
ム
を
機
能
的
に
ど
う
活

　

令
和
の
新
時
代
に
済
生
会

が
さ
ら
に
飛
躍
し
て
い
く
た

め
本
会
の
名
誉
の
向
上
に
寄

与
し
た
施
設
を
顕
彰
す
る

「
済
生
会
令
和
賞
」
の
第
1

号
施
設
に
〈
富
山
〉
高
岡
病

院
が
選
ば
れ
た
。
2
月
９
日
、

済
生
会
総
会
で
行
な
わ
れ
た

表
彰
式
で
、
炭
谷
茂
理
事
長

か
ら
野
田
八
嗣
院
長
に
表
彰

70
人
参
加
、Ｍ
Ｓ
Ｗ
・
生
活

困
窮
者
支
援
事
業
研
修
会

理
論
と
方
法
」
と
題
し
て
講

演
、「
済
生
会
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
日
本
の
Ｍ
Ｓ

Ｗ
を
け
ん
引
し
て
ほ
し
い
」

と
強
い
期
待
を
述
べ
た
。
続

い
て
、〈
福
島
〉
川
俣
病
院

の
櫻
井
公
大
氏
、〈
大
阪
〉

富
田
林
病
院
の
吉
松
利
通
氏
、

〈
三
重
〉
松
阪
総
合
病
院
の

奥
村
裕
司
氏
・
山
本
泰
広
氏

が
、
各
施
設
の
無
料
低
額
診

療
事
業
と
生
活
困
窮
者
支
援

事
業
（
な
で
し
こ
プ
ラ
ン
）

の
実
践
状
況
を
報
告
し
た
。

　

2
日
目
は
、
神
奈
川
県
立

保
健
福
祉
大
学
の
山
崎
美
貴

子
名
誉
教
授
・
顧
問
が
「
地

域
を
基
盤
と
し
た
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
の
動
向
と
特
質
」

に
つ
い
て
講
演
。
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
が
担
う
べ
き
役

割
や
、
要
介
護
者
を
中
心
に

そ
の
周
辺
の
社
会
資
源
の
相

関
関
係
を
表
現
し
た
「
エ
コ

マ
ッ
プ
」
の
活
用
、
社
会
資

源
の
分
類
を
解
説
。
そ
の

後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

各
グ
ル
ー
プ
で
エ
コ
マ
ッ
プ

を
作
成
し
利
用
者
の
た
め
の

社
会
資
源
に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
Ｍ
Ｓ
Ｗ

の
業
務
が
済
生
会
の
理
念
と

密
接
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
た
」「
地
域
で
の

生
活
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す

る
の
か
、
理
論
や
ツ
ー
ル
を

学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
」
な
ど

の
感
想
が
聞
か
れ
た
。

　

情
報
交
換
会
で
は
、
障
害

者
就
労
継
続
支
援
事
業
を
行

な
う
熊
本
済
生
会
ほ
ほ
え

み
「
パ
ン
工
房
ふ
わ
り
」
の

パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
や
、
松
山

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
な

で
し
こ
」
の
ク
ッ
キ
ー
な
ど

が
用
意
さ
れ
、
参
加
者
同
士
、

交
流
を
図
っ
た
。

（
社
会
福
祉
・

地
域
包
括
ケ
ア
課
）

　

災
害
・
安
全
管
理
対
策
委

員
会
が
1
月
28
日
、
本
部
で

開
か
れ
、
以
下
の
こ
と
が
決

ま
っ
た
。

　
【
審
議
事
項
】

　

災
害
救
援
活
動
規
則
に
基

づ
く
災
害
訓
練
の
計
画

用
し
て
い
く
か
は
議
論
を
継

続
す
る
。

②
医
療
安
全
推
進
会
議
の
実

施
報
告
と
今
後
の
開
催
方
針

　

年
1
回
開
催
の
医
療
安
全

推
進
会
議
は
本
年
度
で
終
了
。

今
後
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の

場
な
ど
を
活
用
し
、
ブ
ロ
ッ

ク
単
位
で
医
療
安
全
管
理
者

を
対
象
に
情
報
共
有
の
場
を

設
け
て
い
く
。

　
【
報
告
事
項
】

①
ブ
ロ
ッ
ク
別
災
害
訓
練
・

研
修
会
実
施
状
況
②
本
部
に

報
告
さ
れ
た
医
療
事
故
一
覧

（
事
業
推
進
課
）

た
。
こ
れ
を
も
と
に
積
立
金

収
入
を
36
億
２
６
０
０
万

円
、
支
出
の
退
職
手
当
金
を

25
億
９
９
０
０
万
円
と
見
込

ん
だ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

報
告
事
項
の
「
退
職
手
当

等
事
業
の
数
理
計
算
の
結

果
」
で
は
、
平
成
31
年
3

月
31
日
を
計
算
基
準
日
と
し

た
数
理
計
算
の
結
果
、
適
正

な
掛
金
率
は
10
・
8
%
と

な
り
、
現
行
の
掛
金
率
11
%

は
適
正
な
水
準
に
あ
る
。
同

日
に
お
け
る
保
有
資
産
は

５
３
２
億
円
で
、
現
行
制
度

を
維
持
し
た
場
合
の
責
任
準

備
金
４
８
６
億
円
を
46
億
円

上
回
り
、
退
職
手
当
等
事
業

の
運
営
は
適
正
に
行
な
わ
れ

て
い
る
。 　
　
　
（
厚
生
課
）

　

退
職
手
当
等
運
営
委
員
会

が
2
月
４
日
、
本
部
で
開
か

れ
た
。
広
島
県
済
生
会
の
隅

井
浩
治
支
部
長
が
委
員
長
に

選
出
さ
れ
、「
令
和
2
年
度 

退
職
手
当
等
事
業
計
画
及
び

同
会
計
予
算
（
案
）」
を
審
議
。

同
年
度
の
退
職
手
当
等
事
業

登
録
者
数
を
1
万
３
２
６

人
、
支
給
対
象
の
退
職
者

数
を
６
５
０
人
と
予
測
し

　
「
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
病
院

経
営
戦
略
の
立
案
に
関
す
る

研
修
会
」
が
１
月
31
日
、
本

部
で
開
か
れ
た
。
本
研
修
は

二
部
構
成
で
、
７
月
開
催
の

同
研
修
受
講
者
の
う
ち
26
人

が
参
加
し
た
。
病
院
の
管
理

会
議
な
ど
意
思
決
定
を
行
な

う
場
で
自
院
の
経
営
情
報
を

報
告
す
る
担
当
者
が
、
経
営

戦
略
策
定
に
必
要
な
知
識
を

習
得
し
て
病
院
経
営
の
強
化

を
図
る
こ
と
が
目
的
。

　

７
月
の
研
修
で
は
、
病
院

内
外
の
デ
ー
タ
を
基
に
し
た

現
状
分
析
を
行
な
う
手
法
を

学
ん
だ
。
受
講
者
は
自
院
の

①
周
辺
環
境
②
患
者
層
の
特

徴
③
強
み
と
な
る
経
営
資
源

④
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
べ
き
患

者
層
と
連
携
病
院
の
４
点
に

つ
い
て
考
察
、
経
営
会
議
や

上
長
へ
報
告
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
①
経

営
会
議
・
上
長
報
告
内
容
②

病
院
の
課
題
点
③
課
題
点
に

対
す
る
半
年
間
の
取
り
組
み

④
課
題
点
に
対
す
る
取
り
組

み
で
明
ら
か
に
な
っ
た
新
た

な
問
題
点
の
４
点
に
つ
い
て

受
講
者
全
員
が
報
告
し
、
同

じ
課
題
を
抱
え
る
病
院
と
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
自
分
の

作
成
し
た
資
料
が
力
不
足
に

感
じ
る
く
ら
い
他
院
の
発
表

が
よ
か
っ
た
」「
各
病
院
の

取
り
組
み
を
参
考
に
自
院
に

戻
っ
て
新
た
な
改
善
に
取
り

組
み
た
い
」「
も
う
少
し
じ

っ
く
り
話
を
聞
き
た
い
取
り

組
み
の
報
告
が
多
か
っ
た
」

と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

　

本
研
修
は
初
の
試
み
だ
っ

た
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
実

施
方
法
等
を
見
直
し
て
来
年

度
以
降
の
開
催
を
検
討
す
る
。

（
情
報
管
理
課
）

中
堅
看
護
師
Ａ
Ｍ
研
修
Ⅲ

73
施
設
か
ら
80
人
参
加

病
院
経
営
戦
略
立
案
研
修

半
年
後
に
課
題
点
を
論
議

　

中
堅
看
護
師
（
全
国
済
生

会
看
護
職
教
育
体
系
ク
リ
ニ

カ
ル
ラ
ダ
ー
・
レ
ベ
ル
Ⅲ
以

上
）
を
対
象
と
し
た
ア
ド
バ

ン
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

Ⅲ
が
1
月
22
～
24
日
、
本
部

で
開
か
れ
、
73
施
設
か
ら
80

人
が
参
加
し
た
。

　

初
日
、
炭
谷
茂
理
事
長
は

「
看
護
に
関
す
る
済
生
会
原

論
～
済
生
会
の
飛
躍
的
発
展

を
目
指
し
て
～
」
と
題
し
基

調
説
明
。「
優
れ
た
人
材
は
、

組
織
の
理
念
の
旗
の
も
と
に

集
ま
る
。
厳
し
い
経
営
状
況

の
中
、
支
部
・
施
設
・
本
部

が
一
体
と
な
っ
て
攻
め
の
姿

勢
を
持
っ
て
こ
の
危
機
を
乗

り
切
り
た
い
」
と
訴
え
た
。

　

2
日
目
は
、
関
東
学
院
大

学
大
学
院
看
護
学
研
究
科
の

金
井Pak

雅
子
教
授
が
「
よ

り
輝
け
る
看
護
師
を
目
指

し
て
」
と
題
し
講
義
。
組

織
に
お
け
る
問
題
解
決
に
関

し
、
効
果
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
に
つ
い
て

事
例
を
も
と
に
解
説
し
た
。

将
来
の
リ
ー
ダ
ー
を
見
据
え
、

「
変
革
推
進
者
と
し
て
組
織

全
体
を
俯ふ

瞰か
ん

し
て
み
て
ほ
し

い
」
と
語
っ
た
。

　

高
輪
心
理
臨
床
研
究
所
主

宰
の
岸
良
範
氏
は
「
人
間
関

係
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
ー
互

い
に
育
て
あ
う
職
場
を
目
指

し
て
ー
」
と
題
し
、
講
義
と

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
3
日
間

通
し
て
行
な
っ
た
。
人
間
関

係
の
構
築
に
は
相
手
に
敬
意

を
払
っ
て
話
を
「
聴
く
」
こ

と
が
重
要
と
解
説
。
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
は
、「
ス
タ
ッ

フ
と
話
し
や
す
い
環
境
（
時

間
と
場
所
）
を
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
す
る
」「
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
ス
タ
ッ
フ
と
上
司
と
の

橋
渡
し
で
き
る
よ
う
な
環
境

作
り
に
努
め
た
い
」
と
い
っ

た
意
見
が
あ
っ
た
。
岸
氏
は

「
相
反
す
る
意
見
で
も
、
相

手
を
認
め
、
尊
重
し
あ
え
る

関
係
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
。
反
対
意
見
で
も
組

織
の
新
た
な
価
値
観
と
な
り
、

多
く
の
『
知
恵
』
と
な
る
」

と
総
括
し
た
。　
（
看
護
室
）

　

職
員
に
済
生
会
の
持
つ
パ

ワ
ー
を
再
認
識
し
て
も
ら
う

「
シ
リ
ー
ズ
済
生
会
の
力
」

の
第
14
集
「
糖
尿
病
と
上
手

に
付
き
合
う
」
が
刊
行
さ
れ

た
。

　

予
備
軍
を
入
れ
る
と
国
内

に
２
０
０
０
万
人
と
も
い
わ

れ
る
糖
尿
病
は
ま
さ
に
国
民

病
。
国
家
的
な
課
題
に
挑
む

済
生
会
の
横
断
的
研
究
組
織

「
全
国
済
生
会
糖
尿
病
研
究

会
」
の
活
動
を
紹
介
し
て
い

る
。

　

イ
ベ
ン
ト
や
職
員
募
集
な

ど
済
生
会
の
活
動
を
外
部
に

知
っ
て
も
ら
う
際
に
配
布
す

る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
。

無
料
だ
が
、
品
切
れ
の
場
合

が
あ
る
た
め
、
必
要
部
数
は

時
間
的
に
余
裕
を
も
っ
て
広

報
室
に
申
し
込
む
。（広

報
室
）

「
済
生
会
の
力
」14
集
刊
行

糖
尿
病
と
上
手
に
付
き
合
う


